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	総務部総務課における働き方改革
	（カエル会議）の実践
	森　千里
	３． 総務部総務課でのカエル会議の実践
	（１）チーム編成と会議の実施内容
	４． 総務部総務課での働き方改革の取組事例
	（２） 整備局ＨＰを活用したスケジュール管理（局長・副局長の年始挨拶受付）
	５．「カエル会議」の感想
	「カエル会議を毎週開催」と決定した当初は、毎週開催する必要性や開催し続ける事により得られる効果といった点で、半信半疑な感覚が強くどちらかと言えば否定的な意見を持った職員が多かった。しかしながら、「毎週30分」という開催時間を厳守し続けることにより、グループ間のコミュニケーションは活性化し、中々着手することの出来なかった業務改善についてもある程度は実現することが出来た。
	参加メンバーの感想でも、大半の職員が「働き方についての変化」を感じていると回答しており、当初の否定的な意見から、今後も継続していくべき、との肯定的な意見へと変化した。過度な負担とならないように留意しつつ、継続して実施することが何よりも重要であると感じた。
	６．「働き方改革」の推進に向けた提言

